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小型流速計について

俺翡 岡 健 へ＊J I 

On Small Current Mater 

by 

Kensuke Tsuruoka 

しまえがき

水梢試験において，流速を計測することの必要性は

今更いうまでもない。今回模型船に与える影響のすく

ないきわめて小型で，かつ使用の簡易を目的とした

流速~iを製作した。計測方式は増幅器を通して，カウ

ンクーにてバルスを計測するもので， フリクシヨンが

きわめてすくないので毎回のキャリブレーションを必

要としない特色をもっている。

2. 機構

図 1に示す構造であって，軸承部にはサファイヤ石

を使用した。漢車の軸は燐青銅を油により焼入れを行

ったものを使用した。哭の材料はバーマロイを使用し

ている。賀数としては， 6喪および8沢のものを製作

したが，図には 6炭のものを示した。また樅のピッチ

角として， 15°,20°, 25°, 30°のものを製作した。

増幅器は， トランジスターを使用し，その配線は図

2に示すとおりである。本図は出力がサイン波のもの

であるので，感度を低下させずパルス波になるよう将

来これを改良したいと考えている。

ピックアップ部分のコイルは接着剤で固着させた。

3. キャリプレーションおよび計算式

第 1回のキャリブレーションを行い，その後連日使

用して，約 1ヶ月後またキャリブレーションを行った

結果を図 3に示した。両者は完全に一致していること

が示されている。また実験点は完全な直線性を有して

いるので，次の式が成立する。

aV+b=N 

但し， V=流速m/s

＊船型試験部

N=lO秒間のパルスカウント数

最小自乗法により計算した係数の値は，

a=l739. 6 

b= -93. 0 

従って流速の計算式は

V=Nx 1/a-b/a 

m/s=Nx 0. 0005748+0. 0534 

ただしこれに使用した痰車は， 6 籾でピッチ角 ~oo の

ものである。なお炭数およびピッチ角を変えたものに

ついての記述は省略するが，バルス数が変るのみで，

大きい変化は見られない。 i 

4. 模型船におよ（ます影響

模型船の中央前方3m,および2mの位骰に流速を

取付けて，抵抗試験を行い，流速社のない場合との比

較を行った。図 4に示すように 3mの位骰では，両者

は完全に一致した。また2mの位置では，流速叶を取

付けた方が，僅かに抵抗値がすくなくなった。この結

果から 3m以上離せば模型船の抵抗には令く影讐のな

いことが知れる。

5. むすび

本装置は，小型で模型船におよぼす影評がすくなく，

かつ使用簡便（毎回のキャリブレーションを必要とし

ない）な点に特徴がある。

終りに本装謹の設計拉に製作に多大の援助を飢いた

小林韓治技官および製作に尽力された小森招市技官に

深甚なる謝怠を表する。

(189) 



34 

ー
ー
ー
ー

1

,

1

1

1

ー
9
|
＇
,
I
h
u
h
ぃ，
L11111|IuIIh"h,h"'
川

叫

h
'
J
ー11h111411U.111止り
1111h
川

S

寸

ベ

図 1

1
1
1
,
I
I
I
I
I
I
I
ー，ー

1
9
1
1
9
1

ー
ー
ー
1
|
l
ー

ー

＿
り
〗
言
ー
ー
ー

1
1
ー
ー
ー
1
_
1

ー

l
i
1口1
1□

ー
ー
ー
'
1
1

＂ド

1119111,Kh,Jい
_,11",11,11

~
 

り‘

｀
 
t
 

-
1
-
1
E
I
 

，
 
速

と。

笠
〗
[

A
 

デ
一
’

-

l

 

-

i

-

[

 

-

＇

 

！・、

1

i

l

.

T
 
丁”v p

 
T
 

|
い
+

u
 。
DC. 

図2

I 2 ＞
 

2
 S
 
8
 J
O
O
 

2
5
8

、s
-

2
 S
8
 3
2
7
 

増巾器配線図
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図3 キャリブレーション成績
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図4 模型船におよぽす影響
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